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「
實
踐
國
文
學
」
九
一
号
で
は
、
蜂
須
賀
家
の
人
々
を
紹
介
し
、

蜂
須
賀
正
韶
と
実
践
女
学
校
と
の
関
わ
り
、
次
女
笛
子
と
下
田
歌
子

の
関
係
を
考
察
し
た
。
本
稿
で
は
笛
子
の
著
作
で
あ
る
『
松
浦
宮
物

語
』（
岩
波
文
庫
一
〇
七
五
）
と
自
筆
草
稿
『
春
の
旅
』
を
紹
介
し

た
い
。

『
松
浦
宮
物
語
』

蜂
須
賀
笛
子
校
訂
に
よ
る
『
松
浦
宮
物
語
』
は
、
岩
波
書
店
か
ら

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
一
月
に
出
版
さ
れ
た
。
巻
末
に
「
昭
和
九

年
十
二
月　

笛
子
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
岩
波
文

庫
本
と
表
記
す
る
。
こ
の
著
作
は
、
蜂
須
賀
家
に
伝
来
す
る
『
後
光

嚴
院
宸
翰
松
浦
宮
物
語
』
を
底
本
と
し
て
校
訂
し
、
翻
刻
、
解
説
を

書
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
小
山
田
与
清
著
の
『
松
浦
宮
物
語
考
』

を
付
録
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

岩波文庫『松浦宮物語』

蜂
須
賀
正
韶
と
笛
子

― 
下
田
歌
子
研
究
（
二
） 

―

大　

井　

三
代
子
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『
後
光
嚴
院
宸
翰
松
浦
宮
物
語
』
は
、
弘
文
荘
反
町
茂
雄
が
蜂
須

賀
家
か
ら
入
手
し
古
書
即
売
会
に
出
品
、昭
和
四
十
六
年（
一
九
七
一
）

に
は
文
化
庁
の
所
管
と
な
り
、
国
立
博
物
管
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
は
影
印
本
が
古
典
籍
覆
製
叢

刊
刊
行
会
（
雄
松
堂
発
売
）
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

『
後
光
嚴
院
宸
翰
松
浦
宮
物
語
』
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
笛
子
の

解
説
や
影
印
本
の
解
説
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は

簡
単
に
記
し
て
お
く
。
笛
子
の
解
説
で
は
、大
和
綴
と
し
て
い
る
が
、

影
印
本
の
解
説
で
は
粘
葉
装
と
し
て
い
る
。
第
一
巻
に
は
書
名
が
無

く
、
第
二
巻
に
は
「
松
浦
宮
」
と
あ
る
。
料
紙
は
白
紙
、
色
紙
（
藍

と
紫
）、
雲
紙
の
三
種
類
で
あ
る
。
本
文
は
十
二
行
、
ま
た
は
十
三

行
で
、
書
か
れ
て
い
る
絵
は
紅
葉
に
菊
、
卯
花
垣
根
に
時
鳥
が
鳴
き

行
く
様
な
ど
で
同
じ
絵
は
な
い
。
葦
手
書
も
あ
り
、
水
辺
の
岩
に
文

字
を
隠
し
て
い
る
。
復
刻
版
で
は
、
原
本
に
合
わ
せ
て
一
部
分
を
色

刷
り
に
し
て
い
る
。
装
飾
性
の
あ
る　

美
し
い
本
で
、
鎌
倉
期
に
作

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
物
語
は
、『
無
名
草
子
』
に
「
又
定
家
少
将
の
作
り
た
る
と

て
あ
ま
た
侍
り
め
る
は
、
ま
し
て
た
ゞ
け
し
き
ば
か
り
に
て
、
む
げ

に
ま
こ
と
な
き
も
の
に
侍
る
な
る
べ
し
。
松
浦
宮
と
か
や
こ
そ
ひ
と

へ
に
万
葉
集
の
風
情
に
て
」
と
あ
る
の
で
、
作
者
は
藤
原
定
家
と
す

る
説
も
あ
る
が
明
言
で
き
な
い
。
ま
た
『
無
名
草
子
』
に
は
藤
原
隆

信
作
の
『
う
き
な
み
』
の
次
に
こ
の
物
語
を
あ
げ
、
次
に
今
の
世
の

物
語
に
言
及
し
て
い
る
の
で
、
平
安
末
期
、
十
二
世
紀
後
半
の
成
立

と
見
ら
れ
る
。
正
三
位
大
将
橘
冬
明
と
明
日
香
皇
女
と
の
間
に
生
ま

れ
た
主
人
公
氏
忠
は
容
貌
が
良
く
、
詩
や
管
弦
な
ど
の
才
に
優
れ
、

十
六
歳
で
式
部
少
輔
右
小
弁
中
衛
少
将
を
兼
五
位
上
と
な
っ
た
。『
松

浦
宮
物
語
』
と
い
う
題
名
は
、
こ
の
主
人
公
が
唐
に
渡
る
時
に
彼
の

母
が
詠
ん
だ
和
歌
「
今
日
よ
り
や
月
日
い
る
を
し
た
ふ
べ
き
松
浦
の

宮
に
わ
が
子
待
つ
と
て
」
に
よ
る
。

三
巻
か
ら
成
り
、
内
容
は
神
南
備
の
皇
女
と
の
恋
と
渡
唐
、
華
陽

公
主
と
の
愛
、
戦
乱
、
唐
の
母
后
と
の
愛
、
帰
朝
後
の
公
主
と
の
再

会
と
終
結
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
恋
物
語
か
と
思
い
な
が
ら
読
み
進

め
る
と
、
琴
の
秘
曲
を
授
か
る
と
い
う
話
に
な
り
、
物
語
の
展
開
が

不
思
議
な
世
界
を
醸
し
出
し
伝
奇
小
説
の
よ
う
な
様
相
を
見
せ
た
か

と
思
う
と
戦
乱
の
場
面
が
詳
細
に
語
ら
れ
る
。
ど
こ
に
物
語
の
中
心

が
あ
る
の
か
わ
か
り
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
物
語
の
舞
台
が

唐
に
ま
で
広
げ
た
と
こ
ろ
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
が
見
ら
れ
る
。
琴

の
秘
曲
の
伝
承
は
『
宇
津
保
物
語
』
の
「
俊
蔭
」
の
模
倣
で
あ
る
。

笛
子
は
、『
松
浦
宮
物
語
』
の
異
本
考
証
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
、諸
本
を
次
の
よ
う
に
三
種
に
分
け
、

各
本
に
つ
い
て
考
察
し
、
異
本
考
証
を
し
て
い
る
。
三
種
の
内
容
を

次
に
記
し
て
お
く
。

第
一
種　

三
巻
一
冊
本
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一　

蜂
須
賀
家
本
傳
後
光
嚴
院
宸
翰　

一
、二
、三
、三
巻　

一
冊

二　

後
花
園
院
宸
翰
本　

三
巻　

一
冊

三　

無
窮
会
本　

三
巻　

三
冊　

寫

四　

内
閣
文
庫　

三
巻　

一
冊　

寫

笛
子
は
「
未
だ
見
る
を
得
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。

第
二
種　

三
巻
三
冊
本

一　

阿
波
國
文
庫
本　
　

上
中
下　

三
巻
三
冊　

寫

二　

宮
内
省
圖
書
寮
本　

上
中
下　

三
巻
三
冊　

寫

三　

静
嘉
堂
文
庫
本　
　

上
中
下　

三
巻
三
冊　

寫

第
三
種　

上
下
二
冊
本

一　

宮
内
省
圖
書
寮
本　

一
冊　

寫

二　

静
嘉
堂
文
庫
本　

他
と
合
冊　

寫

　

一
種
に
は
傳
後
光
嚴
院
宸
翰
（
蜂
須
賀
家
本
）
と
後
花
園
院
宸
翰

本
が
あ
り
、
無
窮
会
本
は
蜂
須
賀
家
本
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

笛
子
は
疑
問
と
し
て
、第
一
に
後
光
嚴
院
宸
翰
と
い
う
の
は
誤
り
で
、

そ
れ
は
後
花
園
院
宸
翰
の
誤
り
で
あ
る
か
。
第
二
に
そ
の
反
対
で
あ

る
か
。
第
三
に
後
光
嚴
院
宸
翰
本
の
ほ
か
に
、
後
花
園
院
が
模
写
を

し
た
本
が
存
在
し
た
の
か
、
と
疑
問
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
蜂
須

賀
家
本
の
箱
書
が
相
当
古
い
こ
と
、
本
の
筆
跡
が
浅
野
侯
爵
家
所
蔵

の『
枕
草
子
絵
詞
』の
同
じ
院
の
宸
筆
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
似
通
っ

て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

蜂
須
賀
家
本
が
岩
波
文
庫
の
中
の
一
冊
と
し
て
世
に
出
た
こ
と
の

意
義
は
大
き
く
、
萩
谷
朴
は
、『
松
浦
宮
全
注
釈
』
の
中
で
「
近
代

に
お
け
る
研
究
成
果
と
し
て
、
学
会
に
最
大
の
影
響
を
与
え
た
も
の

は
、
何
と
い
っ
て
も
、
蜂
須
賀
笛
子
氏
の
蜂
須
賀
本
翻
刻
と
そ
の
解

説
（
岩
波
文
庫
本
、昭
和
十
年
一
月
刊
）
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
も
、

続
群
書
類
従
所
収
の
『
松
浦
宮
物
語
』
に
よ
っ
て
、
黒
川
、
藤
岡
、

野
村
、
吉
沢
、
山
岸
、
桜
井
氏
等
の
研
究
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
蜂

須
賀
本
の
翻
刻
に
よ
っ
て
、
こ
の
物
語
に
対
す
る
研
究
は
急
速
に
侵

攻
」
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
新
た
な
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
た
だ
け

で
は
な
く
、
演
習
の
テ
キ
ス
ト
に
も
用
い
ら
れ
た
。
実
践
女
子
大
学

で
は
、
山
岸
文
庫
、
常
磐
松
文
庫
、
黒
川
文
庫
に
『
松
浦
宮
物
語
』

を
所
蔵
し
て
い
る
。

萩
谷
朴
は
、
岩
波
文
庫
本
と
諸
本
を
校
合
す
る
う
ち
に
、
岩
波
文

庫
本
に
は
釈
文
の
誤
り
が
少
な
く
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
元
本
を
調

査
し
た
い
と
考
え
た
。
昭
和
十
六
年
頃
に
、
蜂
須
賀
家
本
の
調
査
を

願
い
出
た
が
、
一
時
的
に
所
在
が
不
明
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
徳

島
、
芝
高
輪
の
邸
宅
に
も
な
い
と
い
わ
れ
た
と
書
い
て
い
る
。
後
に

萩
谷
は
、
竹
田
本
（
伝
伏
見
院
宸
筆
本
）
と
対
校
し
て
、
蜂
須
賀
家

本
に
は
脱
落
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
蜂
須
賀
家
本
・
竹
田
本
を
相

互
に
補
え
ば
作
品
の
全
文
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、『
松
浦
宮

物
語
』（
角
川
文
庫　

角
川
書
店　

一
九
七
〇
）
で
は
蜂
須
賀
家
本

の
脱
落
部
分
を
竹
田
本
で
補
っ
た
。
反
町
茂
雄
が
古
書
即
売
会
に
出
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品
し
た
時
に
萩
谷
は
閲
覧
を
願
い
、
実
際
に
蜂
須
賀
家
本
を
見
て
岩

波
文
庫
本
の
誤
り
を
確
認
し
訂
正
し
た
。
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

に
吉
田
幸
一
は
、
竹
田
本
の
影
印
と
後
光
嚴
院
宸
筆
本
と
を
対
校
、

釈
文
と
解
説
を
記
し
て
古
典
文
庫
か
ら
「
古
典
聚
英
六
」
と
し
て
刊

行
し
た
。

附
録
の
小
山
田
与
清
著
『
松
浦
宮
物
語
考
』
は
、
凡
例
に
よ
る
と

徳
島
市
光
慶
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
旧
阿
波
国
文
庫
蔵
の
著
者

自
筆
本
で
あ
る
。
巻
末
に
「
松
浦
宮
物
語
考
依　

阿
州
侯
之
命
所
撰

上
也　

文
政
十
二
年
八
月
十
六
日
」
と
あ
り
、
当
時
の
藩
主
斉
昌
の

命
に
よ
っ
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
に
文
政
十
年
と
あ
る
の

で
、
こ
の
頃
か
ら
蜂
須
賀
家
に
伝
来
し
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い

る
。
小
山
田
与
清
は
、『
松
浦
宮
物
語
』
が
『
隠
蓑
物
語
』
の
名
を

ひ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
偽
跋
一
の
「
貞
観
三
年
四
月
十
八
日
、
染

殿
の
院
の
西
の
対
に
て
書
き
お
は
り
ぬ
」
と
い
う
こ
と
が
荒
唐
無
稽

な
擬
古
的
意
図
に
な
っ
た
も
の
と
指
摘
し
、
ま
た
『
風
葉
集
』
が
こ

の
物
語
の
和
歌
十
九
首
を
採
取
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

国
学
者
で
あ
る
小
山
田
与
清
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
武
蔵

国
小
山
田
村
に
生
ま
れ
た
。
彼
は
漢
学
を
古
屋
昔
陽
に
、
国
学
を
村

田
春
海
に
学
ん
だ
。
平
田
篤
胤
・
伴
信
友
と
と
も
に
、
国
学
三
大
家

と
い
わ
れ
た
。
高
田
与
成
の
養
子
と
な
り
高
田
姓
を
名
乗
る
が
、
後

に
小
山
田
姓
に
も
ど
っ
た
。
明
治
か
ら
昭
和
の
政
治
家
、
高
田
早
苗

は
孫
に
当
た
る
。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
没
し
た
。
書
籍
を
所

蔵
す
る
書
庫
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
擁
書
楼
と
名
づ
け
、
国
学
者
の
閲

覧
に
提
供
し
た
。
小
山
田
与
清
は
多
く
の
知
友
を
得
て
お
り
、
国
学

者
の
屋
代
弘
賢
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
二
人
の
交
友
に
は
愛
書
家
が

多
く
、
文
庫
を
構
え
て
い
る
も
の
が
多
い
。
屋
代
弘
賢
の
蔵
書
の
一

部
が
蜂
須
賀
斉
昌
に
買
収
さ
れ
て
阿
波
国
文
庫
に
入
っ
た
。
柴
野
栗

山
を
通
し
て
斉
昌
に
知
遇
を
得
た
恩
顧
に
よ
る
。
柴
野
栗
山
の
蔵
書

も
阿
波
国
文
庫
に
買
収
さ
れ
た
。

笛
子
が
、
岩
波
文
庫
本
の
た
め
の
翻
刻
、
校
訂
、
解
説
な
ど
を
い

つ
か
ら
始
め
た
か
不
明
で
あ
る
。
笛
子
は
昭
和
五
年
に
離
婚
、
昭
和

八
年
一
月
に
父
の
正
韶
が
死
去
し
て
い
る
。
岩
波
文
庫
本
の
底
本
と

し
た
本
は
蜂
須
賀
家
に
伝
来
し
て
い
る
も
の
な
の
で
、
出
版
の
許
可

は
蜂
須
賀
家
の
当
主
で
あ
る
正
韶
の
許
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

正
韶
の
死
去
以
前
の
こ
と
に
な
る
。
誰
が
岩
波
文
庫
の
一
冊
と
し
て

い
れ
る
よ
う
に
勧
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
校
訂
を
笛
子
が
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
、
正
韶
が
笛
子
の
文
学
的
才
能
を
認
め
、
離
婚
し

た
笛
子
を
案
じ
て
、
何
か
取
り
組
む
仕
事
と
し
て
考
え
た
の
だ
ろ
う

か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
出
版
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

住
所
が
「
東
京
市
赤
坂
区
榎
坂
町
五
」
と
な
っ
て
い
る
笛
子
宛
て

の
書
簡
が
三
通
残
さ
れ
て
い
る
。（　

）
の
数
字
は
下
田
資
料
の
番

号
で
あ
る
。
昭
和
八
年
七
月
三
日
付
け
の
書
簡
（
九
一
七
）
で
は
、

宛
先
を
「
芝
区
三
田
綱
町
九
」
と
書
い
た
と
こ
ろ
を
「
赤
坂　

榎
」

と
付
け
加
え
て
い
る
の
で
、
昭
和
八
年
七
月
頃
に
赤
坂
榎
木
町
に
移
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転
し
た
と
思
わ
れ
る
。
名
刺
に
書
か
れ
た
書
簡
（
九
〇
一
）
に
は
、

移
転
を
祝
う
言
葉
が
あ
る
の
で
赤
坂
榎
木
町
に
移
転
し
た
こ
と
を

祝
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
「
手
術
を
大
切
に
」
と

あ
る
の
で
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）、
妙
義
に
行
く
前
の
も
の

で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
正
韶
が
死
去
し
、
笛
子
の
健
康
状

態
が
良
く
な
い
中
で
、
出
版
の
た
め
の
原
稿
を
書
く
の
に
は
、
相
当

の
時
間
を
必
要
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

八
月
二
十
四
日
付
の
書
簡
（
九
一
三
）
で
は
笛
子
に
会
っ
て
嬉
し

く
名
残
が
つ
き
な
か
っ
た
。
そ
の
時
に
写
本
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
依

頼
さ
れ
た
の
か
、
歌
子
は
熱
海
に
行
く
の
で
写
本
を
送
る
の
は
三
十

日
ま
で
伸
ば
し
て
ほ
し
い
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
宛
先
も
赤
坂
区
榎

木
町
な
の
で
、『
松
浦
宮
物
語
』
に
関
す
る
写
本
を
歌
子
が
所
蔵
し

て
い
て
、
そ
れ
を
見
た
い
と
希
望
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う

な
想
像
が
で
き
る
書
簡
で
あ
る
。

昭
和
十
一
年
八
月
四
日
付
け
の
下
田
歌
子
か
ら
笛
子
に
宛
て
た
書

簡
（
九
二
〇
）
に
よ
る
と
、
笛
子
（
扶
盈
子
と
表
記
）
は
群
馬
県
妙

義
町
麦
や
旅
館
で
病
気
療
養
を
し
て
い
た
。
退
院
後
は
快
方
に
向

か
っ
て
い
る
の
を
う
れ
し
く
思
う
と
書
か
れ
て
い
る
。
岩
波
文
庫
本

を
出
版
し
た
後
に
、元
来
が
病
弱
だ
っ
た
笛
子
は
病
気
に
な
り
入
院
、

東
京
の
夏
の
暑
さ
を
さ
け
て
療
養
す
る
た
め
に
妙
義
に
来
た
の
だ
ろ

う
。
歌
子
が
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
月
に
死
去
、
昭
和
十
二

年
（
一
九
三
七
）
に
笛
子
は
、
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
に
て
死
去
し
た
。

『
春
の
旅
』

『
春
の
旅
』
は
蜂
須
賀
笛
子
の
自
筆
草
稿
で
あ
る
。『
春
の
旅
』
は
、

浅
草
か
ら
太
田
ま
で
の
車
中
の
様
子
や
講
演
会
の
こ
と
な
ど
を
書
い

た
紀
行
文
で
あ
る
。
作
者
名
の「
竹
由
子
」と
は
、笛
子
の
字
を「
竹
」

と
「
由
」
に
分
け
て
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
草
稿
は
半
紙
九
枚
に
書
か
れ
て
お
り
、
現
在
は
半
紙
を
二
つ

折
り
に
し
て
、
右
上
の
角
を
こ
よ
り
で
綴
じ
て
一
括
し
、
下
田
資
料

と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
掲
載
し
た
『
春
の
旅
』
の
図
版

は
、
二
つ
に
折
っ
た
半
紙
を
開
い
た
も
の
で
あ
る
。

大
正
十
年
四
月
二
十
三
日
に
、
下
田
歌
子
が
群
馬
県
新
田
郡
太
田

町
で
講
演
を
す
る
こ
と
に
な
り
、笛
子
は
同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
の
郡
制
で
、
新
田
郡
は
太
田
町
、
尾

島
町
な
ど
の
四
町
と
九
合
村
な
ど
の
九
村
か
ら
な
る
。
ま
た
『
春
の

旅
』
の
文
中
に
あ
る
群
馬
郡
は
、
高
崎
町
、
渋
川
町
な
ど
の
六
町
と

大
類
村
な
ど
の
三
十
三
村
か
ら
な
る
。

次
に
『
春
の
旅
』
の
翻
刻
を
記
し
て
お
く
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
文

中
に
傍
線
や
点
で
文
字
の
修
正
削
除
を
示
し
た
見
せ
消
ち
は
、
該
当

す
る
文
字
の
左
側
に
傍
線
を
引
き
、修
正
を
し
て
い
る
文
字
を
（　

）

に
入
れ
、
ま
た
削
除
し
て
い
る
文
字
は
（
削
除
）
と
記
し
た
。
上
部

の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
図
版
の
枚
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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春
の
旅　
　
　
　
　
　

竹　

由
子

１　

四
月
二
十
三
日
ま
た
き
よ
り
け
は
ひ
な
と

し
て
け
ふ
の
旅
路
を
よ
ろ
こ
ひ
つ

わ
か
家
の
こ
と
は
心
に
か
ゝ
り
な
か
ら
も

さ
り
と
は
な
ほ
幼
な
の
心
な
り
や

せ
の
君
に
送
ら
れ
ま
ゐ
ら
せ
て

く
る
し
き
時
間
を
浅
草
に

つ
け
は
汽
車
は
ゝ
や
出
て
む
と
す

常
に
な
ら
は
ぬ
こ
と
な
れ
は
つ
く
息

も
く
る
し
き
迠
に
急
き
に
い
そ
き
つ

師
の
君
の
御
顔
を
見
ま
ゐ
ら
せ

し
時
の
う
れ
し
さ
よ
ひ
と
り
と
り

の
こ
さ
れ
た
ら
ん
に
は
と
思
ふ
に

い
と
お
そ
ろ
し
く
そ
お
ほ
え
し

一
行
は
師
の
君
を
初
め
て
長
田
の
君

高
橋
第
一
部
長
の
君
他
の
車
に
は

２　

竹
内
の
君
井
上
の
君
な
ど
八
九
人

な
り
車
の
進
む
ほ
と
に
四
方
の
け
し
き

ひ
ら
け
わ
た
り
て
い
と
う
る
は
し

く
ら
き
ま
て
け
ふ
り
こ
め
た
る
都
よ
り

し
は
し
の
か
る
ゝ
け
ふ
の
旅
か
な

西
新
井
ま
ふ
つ
る
人
や
さ
り
な
ら
ん

こ
ゝ
の
う
ま
や
ち
に
き
は
ひ
に
け
り

皆
々
も
の
か
た
り
に
打
興
す
る
ほ
と
に

師
の
君
は
う
ち
ゑ
み
つ
ゝ
御
歌
か
き

つ
け
て
お
こ
す
ま
た
し
き
か

く
と
せ
め

給
ふ
に
猶
よ
め
す
は
や
粕
壁
わ
た
り

に
な
り
ぬ

紫
の
藤
の
ゆ
か
り
に
名
を
き
ゝ
し

か
す
か
へ
わ
た
り
桜
ち
る
な
り

な
と
お
も
ふ
う
ち
に
杉
戸
を
過
ぎ
ぬ

長
田
の
君
目
さ
と
く
見
つ
け
て

か
れ
は
ふ
し
に
こ
そ
は
と
の
た
ま
ふ

お
も
ひ
も
か
け
す
め
つ
ら
し
く
今
朝

３　

ま
て
も
村
雨
の
ふ
り
し
空
と
も
お
ほ

え
す
雲
の
あ
は
ひ
よ
り
顔
の
み
出
し
て

歌
を
と
そ
ゝ
の
か
す
か
こ
と
し
師
の
君

　

（
御
歌
）

さ
る
に
て
も
い
と
は
や
う
も
よ
み
給
ふ
も
の

か
な
と
お
も
ふ
に
わ
か
い
は
ん
と
す
る
こ
と
を

皆
の
た
ま
ひ
は
て
ゝ
少
し
も
の
こ
い
給
は

ぬ
そ
ね
た
き
や
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富
士
つ
く
は
右マ
マ

み
き
り
に
そ
ゝ
り
た
つ

春
の
大
空
か
す
み
わ
た
れ
り

か
く
て
「
か
ぞ
」
と
い
へ
る
に
つ
き
ぬ
加
須
と

書
く
な
り

か家
尊ぞ

と
曰
ふ
名
さ
へ
な
つ
か
し
は
く
ゝ
み
し

親
木
の
か
け
の
わ
す
ら
れ
な
く
に

川
俣
こ
の
わ
た
り
に
茂
林
寺
と
い
ふ
寺
あ
り

例
の
あ
や
し
き
釜
の
い
は
れ
を
傅
へ

し
と
こ
ろ
な
り
次
の
車
に
て
も
い
と
賑
は

４　

し
く
發
句
川
柳
な
と
ゝ
の
ゝ
し
り

あ
ふ
足
利
町
と
い
ふ
所
（
削
除
）
は
絹
物
の
出
る

と
こ
ろ
な
り
と
き
く
太
田
に
つ
け
は
群
馬

馬
原
支
部
長
の
君
を
初
め
て
あ
た
（
削
除
）
ま
た

の
出
む
か
へ
あ
り
自
動
車
に
て
ま
う
け
の

家
に
至
り
て
い
こ
ふ　
　

師
の
君
は
つ
か

れ
ま
せ
る
さ
ま
も
な
く
た
ち
に
け
る
群
馬

郡
の
方
々
に
も
の
か
た
ら
せ
給
ふ
窓
に

近
く
御
社
あ
り
こ
れ
そ
高
山
神
社

な
り
と
い
ふ
に
お
の
つ
か
ら
額
も
下
る
心
地

す
そ
の
後
に
新
田
神
社
あ
り
と
か
や

直
ち
に
電
氣
館
に
て
講
演
を
し
給
ふ

新
田
郡
處
女
等
の
聯
合
會
と
愛
国

婦
人
會
の
支
部
と
合
は
さ
り
し
も
の

に
て
い
ま
た
学
ひ
や
も
三
四
年
か
ほ
と

と
お
ほ
ゆ
る
子
も
あ
り
た
ら
ち
ね
の
親
（
母
）

か
わ
か
手
に
い
た
き
て
乳
を
ふ
く
め
つ
ゝ

５　

は
や
く
お
ひ
出
ゝ
君
の
為
に
も
国
の

為
に
も
と
説
き
ゝ
か
す
る
か
こ
と
く
師
の

君
の
御
言
葉
は
強
き
か
と
思
へ
は

や
さ
し
く
弱
き
か
と
思
へ
は
熱
し
て

わ
れ
と
わ
か
心
に
て
引
入
し
ら
れ
て
こ
ゝ
に

あ
つ
ま
る
人
の
み
に
て
も
ま
こ
と
に
こ
れ
を

行
ひ
た
ら
は
と
涙
く
ま
し
う
な
り
ぬ

聞
く
人
も
皆
師
の
君
を
う
ち
ま
も
り
て

一
言
も
き
ゝ
も
ら
さ
し
と
す
る
そ
い
ち

ら
し
き
ひ
る
け
た
う
へ
て
又
ひ
と
し
き
り

講
演
あ
り
こ
れ
は
や
ゝ
年
も
た
け
て

十
八
九
の
ほ
と
な
れ
は
今
少
し
む
つ
か
し

き
こ
と
を
心
に
入
る
や
う
に
か
た
ら
せ
給
ひ

て
や
か
て
汝
た
ち
も
母
と
な
る
へ
き
身
の

子
の
よ
し
あ
し
は
父
よ
り
も
母
に
こ
そ
あ
る
を

お
も
ひ
て
お
の
か
し
ゝ
わ
か
心
よ
り
か
た
め

給
へ
と
願
い
給
ひ
ぬ
そ
れ
よ
り
大
講マ

マ

６　

�

院
と
や
ら
に
至
り
ぬ
皇
太
后
宮
の
御
座
所
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と
な
り
し
こ
ろ
と
て
み
す
打
か
け
し
あ
り

前
に
不
鳴
池
と
い
ふ
あ
り
い
は
れ
を
き
け
は

昔
呑
龍
和
尚
の
衆
生
の
た
め
と
て
こ
ゝ
に
歌
を
よ
み
給
ひ

し
時
池
の
蛙
の
い
と
か
し
ま
し
く
な
き
て

う
る
さ
く
み
出
さ
れ
け
れ
は
わ
れ
一
人
の
為

な
ら
て
こ
ゝ
に
歌
を
よ
む
そ
と
て
鳴
く
ね

を
と
ゝ
め
し
め
給
ひ
き
と
て
今
も
な
か

す
と
か
い
ふ
な
る
こ
の
わ
た
り
松
林
に
て

秋
に
は
松
茸
の
い
と
よ
し
と
て
い
ふ
な
る

金
山
城
の
あ
と
ま
ち
か
に
見
え
て
わ
か
同
志
の

御
方
に
ま
み
え
ま
ゐ
ら
せ
し
心
地
し
て
い
と

な
つ
か
し

い
ろ

く
の
み
と
り
に
み
え
し
金
山
の

大
城
の
あ
と
を
う
ち
あ
ふ
き
つ
ゝ

本
堂
に
は
東
照
公
の
御
像
あ
り
千
羽
鶴

の
図
な
と
あ
り
て
い
と
も
の

く
し
け
れ
と
さ
ひ
し

7　

中
島
飛
行
機
成
作
所
あ
り
こ
ゝ
も

見
む
と
お
も
ひ
し
も
の
を
帰
り
の
時
間
に

せ
ま
ら
れ
て
門
の
み
行
き
す
き
ぬ

か
く
て
汽
車
に
の
る
に
あ
ま
た
見
送
る
あ
り

中
に
は
た
ゝ
一
度
の
講
演
に
御
顔

見
し
り
し
を
と
め
ら
も
み
な
礼

し
て
ゐ
た
り
ぬ
い
と
い
ち
ら
し

乗
り
参
ら
せ
た
り
し
陸
軍
大
尉
の

人
の
し
き
り
に
も
の
か
た
り
し
て

こ
の
金
山
の
城
の
要
害
も
今
の

戦
術
に
こ
と
な
ら
す
昔
も
今
も
秀
て

た
る
人
に
は
感
す
へ
き
ふ
し
あ
り
な
と

い
ふ
新
聞
の
群
馬
版
を
見
せ
ら
れ
ぬ

中
に
け
ふ
の
こ
と
を
書
き
て
花
の
こ
と

き
三
千
の
少
女
と
あ
る
を
師
の
君

い
と
め
つ
ら
か
な
る
話
な
り
や
都
な
ら
は

さ
も
い
は
め
と
わ
ら
は
せ
給
う
げ
に

８　

白
き
も
の
も
つ
け
す
髪
な
と
も
い
と
す
み
つ
け　

う
と
り
あ
け
し
も
の
を
と
思
ふ
に

を
か
し

さ
る
ほ
と
に
ま
と
の
外
は
く
ら
う
な
り
行

き
て
お
も
は
ぬ
方
に
月
さ
し
出
て
ぬ

ま
と
か
な
る
月
こ
そ
の
ほ
れ
夕
日
か
け

残
る
光
も
消
え
は
て
ぬ
ま
に

こ
の
ま
と
に
見
え
し
と
思
ひ
し
月
は
又

あ
な
た
の
ま
と
に
ひ
か
り
な
け
つ
ゝ

わ
か
車
す
く
に
は
し
る
と
思
ひ
し
を

ひ
た
り
み
き
り
に
月
そ
見
ゆ
れ
る
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か
く
て
七
時
す
く
る
頃
に
浅
草
に
つ
き
ぬ

家
に
か
へ
り
て
け
さ
は
（
削
除
）
送
り
給
ひ
し

か
し
こ
ま
り
を
い
へ
は
せ
の
君
は
（
削
除
）
今

更
と
は
あ
や
し
き
そ
そ
の
折
は
し
ら

ぬ
か
ほ
に
ひ
と
り
の
こ
し
て
乗
り
し

も
の
を
と
打
ち
わ
ら
ひ
て
恨
み
給
ふ

９　

い
と
を
か
し

袋
の
口
を
く
つ
ろ
け
て
絵
葉
書
な

と
ゝ
り
出
て
ゝ
け
ふ
の
も
の
か
た
り
に

い
た
く
更
し
ぬ

こ
の
中
に
御
歌
や
長
田
の
君
の
御
歌

さ
も
織
り
ま
せ
て
少
し
は
錦
と
も

見
せ
さ
せ
給
へ
編
集
所
に
出
さ
ん
に
は

今
一
度
書
直
し
候
ら
は
ん
竹
由
子

と
い
ふ
は
あ
か
ら
さ
ま
に
名
を
出
す
こ
と
の

い
と
は
し
さ
に
笛
子
と
い
ふ
字
を
二
つ

に
解
し
て
候
何
か
他
に
よ
き
名
も
候

ら
は
そ
の
名
の
名
つ
け
親
に
な
り
給
ひ
て
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
な
か
し
こ

　

文
中
三
枚
目
の
和
歌
「
富
士
つ
く
は
右
み
き
り
に
そ
ゝ
り
た
つ
」

の
「
右
」
は
「
左
」
の
誤
り
で
あ
る
。
太
田
へ
向
か
う
車
中
か
ら
は

富
士
山
を
左
に
、筑
波
山
を
右
に
見
る
。
ま
た
五
枚
目
の
「
大
講
院
」

は
「
大
光
院
」
の
誤
り
で
あ
る
。

本
文
に
そ
っ
て
旅
の
様
子
を
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
四
月
二
十
三

日
の
早
朝
に
、
今
日
の
旅
の
こ
と
を
喜
び
、
楽
し
み
に
心
を
は
ず
ま

せ
て
い
る
心
の
内
を
幼
い
子
ど
も
の
よ
う
だ
と
笛
子
は
思
っ
て
い

る
。
家
の
事
を
気
に
し
な
が
ら
夫
に
見
送
ら
れ
て
家
を
出
た
が
、
浅

草
駅
に
着
い
た
の
は
汽
車
の
発
車
時
間
に
ぎ
り
ぎ
り
で
あ
っ
た
。
苦

し
い
ほ
ど
に
息
を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
急
い
で
行
く
と
師
の
君
―
下
田

歌
子
の
顔
が
見
え
て
嬉
し
く
、
一
人
取
り
残
さ
れ
て
い
た
ら
ど
う
し

よ
う
と
内
心
お
そ
ろ
し
く
不
安
に
思
っ
て
い
た
の
で
ほ
っ
と
し
た
の

で
あ
る
。
東
武
鉄
道
の
西
新
井
、
粕
壁
（
現
春
日
部
）、
杉
戸
（
現

東
武
動
物
公
園
）、
加
須
、
川
俣
、
足
利
を
過
ぎ
て
太
田
ま
で
の
車

中
は
、
外
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
和
歌
や
俳
句
、
川
柳
を
作
っ
た
。

歌
子
か
ら
、
早
く
和
歌
を
作
り
な
さ
い
と
言
わ
れ
、
和
歌
の
題
材
が

み
な
に
使
わ
れ
て
思
い
つ
か
ず
困
る
様
子
も
書
か
れ
て
い
る
。
笛
子

の
和
歌
「
か
ぞ
と
曰
ふ
名
さ
へ
な
つ
か
し
は
く
ゝ
み
し
親
木
の
か
け

の
わ
す
ら
れ
な
く
に
」
の
「
か
ぞ
」
は
駅
名
「
加
須
」
で
、
そ
の
音

「
か
ぞ
」
に
「
家
尊
」
を
当
て
て
「
子
を
育
み
し
親
」
と
し
た
の
で

あ
る
。
茂
林
寺
の
「
あ
や
し
き
釜
の
い
は
れ
」
と
あ
る
の
は
、
茂
林

寺
に
伝
わ
る
昔
話
「
分
福
茶
釜
」
の
こ
と
で
あ
る
。

「
上
毛
新
聞
」
大
正
十
年
四
月
二
十
五
日
の
記
事
「
新
田
婦
女
總
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會　

二
千
婦
人
會
同
」
に
よ
れ
ば
、
歌
子
た
ち
一
行
は
十
時
四
十
分

に
太
田
に
着
き
迎
え
の
自
動
車
に
乗
り
、
用
意
さ
れ
た
家
に
行
き
休

憩
を
し
接
待
を
受
け
た
。

休
憩
所
の
家
の
窓
の
近
く
に
は
高
山
神
社
が
あ
る
。高
山
神
社
は
、

高
山
彦
九
郎
を
祭
神
と
し
て
祀
っ
た
神
社
で
あ
る
。
高
山
彦
九
郎
は

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
上
野
国
新
田
郡
細
谷
村
（
現
群
馬
県
太

田
市
細
谷
町
）
に
生
ま
れ
た
。
吉
田
松
陰
、
高
杉
晋
作
等
に
影
響
を

与
え
た
勤
王
思
想
家
で
、
高
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）、
地
元
民
が

政
府
に
神
社
創
建
を
願
い
出
た
こ
と
か
ら
、
明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）
に
高
山
彦
九
郎
に
正
四
位
が
追
贈
さ
れ
、
社
殿
創
建
・

社
号
公
称
願
い
が
大
久
内
務
卿
よ
り
許
可
さ
れ
た
。翌
年
明
治
天
皇
、

各
皇
族
の
下
付
金
、
一
般
の
寄
付
を
得
て
、
金
山
丘
陵
の
支
脈
の
小

丘
で
あ
る
天
神
山
中
腹
に
社
殿
を
造
営
し
、
鎮
座
を
行
っ
た
。

休
憩
の
後
に
歌
子
は
電
氣
館
で
講
演
を
行
っ
た
。
電
氣
館
は
群
馬

県
新
田
郡
太
田
町
字
太
田
九
九
六
（
現
在
の
太
田
市
）
に
あ
り
、
常

設
映
画
館
と
し
て
あ
っ
た
。
通
常
は
映
画
を
上
映
し
た
が
、
講
演
会

場
と
し
て
提
供
さ
れ
た
。

電
気
館
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
、
東
京
市
浅
草
区

浅
草
公
園
六
区
に
、
日
本
で
初
め
て
の
年
中
無
休
の
常
設
活
動
専
門

館
と
し
て
開
業
し
た
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
改
装
し
た

時
の
定
員
は
二
千
二
百
で
あ
っ
た
。
次
い
で
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）、
京
都
の
横
田
商
会
が
、
大
阪
に
常
設
映
画
館
の
千
日

前
電
気
館
を
開
業
し
た
。
そ
れ
以
降
、
全
国
各
地
に
「
電
気
館
」
を

名
乗
る
映
画
館
が
で
き
た
。
当
初
は
寄
席
や
芝
居
小
屋
を
改
造
し
た

も
の
や
小
規
模
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
太
田
の
電
氣
館
は
こ
ま
つ
座

と
い
う
芝
居
小
屋
の
後
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
歌
舞
伎
座
を
模

し
た
建
築
で
、
中
は
二
階
席
が
あ
っ
た
。（
左
図
）

大正 12年頃の電氣館
（『明治・大正・昭和　思い出のアルバム太田』収載）



― 84 ―

文
中
に
「
新
田
郡
處
女
等
の
聯
合
會
と
愛
国
婦
人
會
の
支
部
と
合

は
さ
れ
し
も
の
」
と
あ
る
よ
う
に
新
田
郡
聯
合
婦
女
會
と
愛
国
婦
人

会
群
馬
支
部
と
の
合
同
で
新
田
郡
聯
合
婦
女
會
第
一
回
總
會
が
午
前

十
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
。
歌
子
の
講
演
は
そ
れ
に
続
い
て
行
わ
れ
た

が
演
題
は
不
明
で
あ
る
。「
上
毛
新
聞
」
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
総
会

が
電
氣
館
と
真
砂
座
の
二
ヶ
所
で
開
催
さ
れ
た
と
あ
り
、
歌
子
の
講

演
も
午
前
中
は
電
氣
館
、午
後
は
真
砂
座
で
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

午
前
の
講
演
に
集
ま
っ
た
の
は
、
三
、四
年
生
ほ
ど
の
少
女
や
乳

飲
み
子
を
抱
き
乳
を
飲
ま
せ
て
い
る
者
も
い
た
。
午
後
に
は

十
八
、十
九
歳
の
娘
が
来
て
い
た
の
で
、
午
前
中
の
話
よ
り
も
内
容

を
少
し
難
し
い
も
の
に
し
て
話
し
た
。
来
場
者
は
歌
子
の
話
に
引
き

込
ま
れ
て
、
彼
女
を
見
つ
め
、
一
言
も
聞
き
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
し

て
い
た
。
そ
の
姿
を
笛
子
は
「
い
じ
ら
し
」
と
書
い
て
い
る
。
歌
子

は
、
あ
な
た
が
た
は
母
と
な
る
人
た
ち
で
あ
る
。
結
婚
し
て
生
ま
れ

て
く
る
子
の
善
し
悪
し
は
、
父
親
よ
り
も
母
親
の
育
児
に
対
す
る
考

え
や
実
際
の
行
動
に
関
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
こ
と
を
自
分
の
心
に
深

く
刻
み
ゆ
る
ぎ
の
な
い
も
の
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。

講
演
終
了
後
に
、
一
行
は
大
光
院
を
見
学
し
た
。
大
光
院
は
、
徳

川
家
康
が
新
田
義
重
を
は
じ
め
同
家
代
々
の
追
善
の
た
め
、
開
山
に

芝
増
上
寺
の
観
音
国
師
の
弟
子
然
誉
（
呑
龍
）
を
迎
え
て
慶
長
十
八

年
（
一
六
一
三
）
に
建
立
し
た
寺
で
あ
る
。
義
重
山
新
田
寺
と
号
し
、

浄
土
宗
で
あ
る
。
呑
龍
は
堕
胎
、
捨
子
を
制
止
し
、
困
窮
者
の
子
ど

も
を
弟
子
と
し
て
養
育
し
た
こ
と
か
ら
子
育
て
呑
龍
と
親
し
ま
れ
信

仰
を
集
め
た
。

金
山
城
は
、
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
に
新
田
庄
の
領
主
新
田
岩

松
家
純
が
城
普
請
を
し
、
居
城
と
し
た
山
城
で
あ
る
。
天
正
十
八
年

（
一
五
九
〇
）、
豊
臣
秀
吉
の
侵
攻
に
よ
り
落
城
し
、
そ
れ
以
後
廃
城

と
な
っ
た
。
そ
の
後
全
山
を
松
で
覆
い
、
御
林
と
し
て
幕
府
の
管
理

下
に
お
か
れ
、
生
産
さ
れ
る
松
茸
は
将
軍
家
に
献
上
さ
れ
た
。

新
田
神
社
は
新
田
義
貞
公
を
祀
る
神
社
で
、
金
山
の
山
頂
付
近
の

大光院
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金
山
城
址
に
鎮
座
す
る
。
新
田
義
貞
の
裔
孫
で
あ
る
新
田
俊
純
と
地

方
有
志
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
社
殿
を
創
建
し
た
。
明
治

九
年（
一
八
七
六
）に
県
社
に
列
せ
ら
れ
、明
治
一
八
年（
一
八
八
五
）

と
翌
明
治
一
九
年
に
明
治
天
皇
の
皇
后
（
昭
憲
皇
太
后
）
が
参
拝
さ

れ
た
。「
皇
太
后
の
宮
の
御
座
所
と
な
り
し
と
こ
ろ
と
て
み
す
打
か

け
し
あ
り
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
時
に
大
光
院
に
立
ち
寄
ら
れ
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
。

中
島
飛
行
機
成
作
所
は
、
海
軍
機
関
大
尉
中
島
知
久
平
が
大
正
六

年
（
一
九
一
七
）
に
海
軍
を
退
官
し
、
新
田
郡
太
田
町
に
飛
行
機
研

究
所
を
開
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
三

井
物
産
と
提
携
し
て
中
島
飛
行
機
株
式
会
社
と
な
っ
た
。
大
正
・
昭

和
前
期
の
戦
闘
機
生
産
を
担
っ
た
軍
需
会
社
で
あ
る
。
大
正
八
年
に

「
中
島
式
四
型
」
を
完
成
し
、
民
間
会
社
航
空
機
が
軍
に
採
用
さ
れ

た
の
を
機
に
生
産
技
術
能
力
を
向
上
さ
せ
、
大
正
十
四
年
に
は
東
京

工
場
を
設
置
し
発
動
機
生
産
を
行
っ
た
。
国
内
に
お
け
る
飛
行
機
の

製
造
は
人
々
の
間
に
興
味
と
関
心
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
こ

こ
も
み
ん
」
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
帰
り
の
汽
車
の
時
間
が
迫
っ
て

い
て
門
の
前
を
通
り
過
ぎ
た
と
い
う
一
文
に
は
残
念
に
思
う
気
持
ち

が
み
え
る
。

多
く
の
人
に
見
送
ら
れ
て
四
時
四
十
五
分
発
の
帰
り
の
汽
車
に

乗
っ
た
。
陸
軍
大
尉
と
一
緒
に
な
り
、
金
山
城
が
す
ぐ
れ
た
要
害
で

あ
る
こ
と
な
ど
の
話
が
あ
っ
た
。
群
馬
版
の
新
聞
に
は
、
今
日
の
講

演
会
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
三
千
の
少
女
」
が

集
ま
っ
た
と
書
い
て
あ
る
。
電
氣
館
の
中
は
二
階
席
が
あ
っ
た
と
い

う
が
、
定
員
は
三
百
人
程
度
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
三
千

と
い
う
大
げ
さ
な
表
現
に
め
ず
ら
し
い
話
だ
と
笑
っ
た
と
あ
る
。
来

聴
者
の
白
粉
も
つ
け
ず
、
髪
な
ど
も
黒
く
染
め
る
こ
と
も
し
な
い
様

子
を
思
い
出
し
、
新
聞
の
記
事
を
面
白
く
思
っ
た
と
書
い
て
い
る
。

「
上
毛
新
聞
」
の
記
事
で
は
具
体
的
に
「
出
席
處
女
會
員
二
千
六
百

餘
名
婦
人
會
員
三
百
餘
名
其
他
来
賓
を
合
し
て
實
に
三
千
餘
名
」
と

書
い
て
い
る
。
文
中
の
「
新
聞
の
群
馬
版
」
と
あ
る
の
は
何
新
聞
の

こ
と
か
不
明
で
あ
る
が
、「
上
毛
新
聞
」
の
記
事
と
同
様
の
も
の
で

あ
ろ
う
。

汽
車
の
中
か
ら
月
を
眺
め
な
が
ら
和
歌
を
詠
み
、
浅
草
に
七
時
頃

着
い
た
。
帰
宅
し
て
、
今
朝
の
見
送
り
の
礼
を
い
う
と
、
夫
は
自
分

一
人
を
残
し
て
知
ら
ぬ
顔
し
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
く
せ
に
と
笑
い
な

が
ら
少
し
恨
み
が
ま
し
く
い
っ
た
。
そ
の
夜
は
絵
は
が
き
な
ど
を
見

て
旅
の
話
を
し
て
夜
を
更
か
し
た
と
あ
り
、
微
笑
ま
し
い
若
い
夫
婦

の
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
歌
子
や
長
田
の
君
の
和
歌
を
書
き
入
れ
て
、
少
し
は
彩

り
の
あ
る
文
章
に
見
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
編
集
所
に
出
す
の

に
は
、
今
一
度
書
き
直
し
を
す
る
と
あ
る
の
で
、
ど
こ
か
に
掲
載
す

る
こ
と
を
前
提
に
、
歌
子
が
紀
行
文
を
書
く
よ
う
に
進
め
た
の
だ
ろ

う
。
投
稿
先
は
『
な
よ
竹
』（
実
践
女
子
専
門
学
校
）
で
は
な
い
か
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と
推
測
し
て
い
る
が
、
欠
号
が
多
く
確
認
で
き
な
い
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
の
「
竹
由
子
」
は
「
松
田
笛
子
」
と
自
分
の
名
を
出

す
こ
と
に
た
め
ら
い
が
あ
り
、「
笛
子
」
を
「
竹
」
と
「
由
」
に
分

け
て
名
前
に
し
た
。
も
し
他
に
良
い
名
が
あ
れ
ば
つ
け
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
松
田
家
に
対
し
て
は
ば
か
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

処
女
会
と
愛
国
婦
人
会

処
女
会
は
、
近
世
以
降
の
村
落
に
青
年
男
子
の
集
団
で
あ
る
「
若

者
組
」（
男
子
青
年
団
の
前
身
）
に
対
し
、
女
子
の
集
団
「
娘
組
」

が
あ
っ
た
。
娘
た
ち
は
夕
食
後
に
「
娘
宿
」
に
寄
り
集
ま
り
、
糸
繰

り
や
針
仕
事
を
や
り
、
歓
談
し
、
そ
こ
に
寝
泊
ま
り
し
た
。「
娘
組
」

「
娘
宿
」
と
処
女
会
の
関
連
性
は
明
確
で
は
な
い
。

処
女
会
は
地
域
の
同
窓
会
や
裁
縫
の
会
な
ど
の
再
編
成
、
婦
人
会

か
ら
の
分
離
、
独
立
、
新
団
体
と
し
て
各
地
に
生
ま
れ
て
き
た
。
地

方
の
処
女
会
を
全
国
的
な
組
織
に
入
れ
て
指
導
す
る
と
い
う
考
え
か

ら
、
処
女
会
中
央
部
が
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
設
立
さ
れ
た
。

内
務
省
嘱
託
の
天
野
藤
男
は
、
地
方
の
、
特
に
農
村
部
の
娘
た
ち
に

対
し
て
、
処
女
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。
彼
は
処
女
会

中
央
部
を
設
立
し
た
当
初
か
ら
女
子
教
育
家
を
訪
ね
て
設
置
の
趣
旨

と
意
義
を
説
明
し
、
理
事
就
任
を
依
頼
し
て
い
る
。
天
野
藤
男
が
理

事
に
迎
え
た
女
子
教
育
家
は
、
棚
橋
絢
子
、
跡
見
花
蹊
、
三
輪
田
真

佐
子
、
下
田
歌
子
、
鳩
山
春
子
、
山
脇
房
子
、
嘉
悦
孝
子
、
吉
岡
弥

生
、穂
積
松
子
で
あ
る
。
天
野
は『
農
村
處
女
會
の
組
織
及
指
導
』で
、

地
方
、
特
に
農
村
部
の
若
い
未
婚
女
性
た
ち
が
都
会
に
憧
れ
る
の
を

戒
め
、
良
妻
賢
母
と
な
る
た
め
の
実
際
的
な
料
理
や
衛
生
な
ど
の
講

習
会
を
開
く
こ
と
を
事
業
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
、
実
地
に
学
ぶ

こ
と
の
意
義
を
述
べ
た
。

大
正
十
年
頃
の
「
上
毛
新
聞
」
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
新
田
郡
處
女

會
は
設
立
以
降
、
講
演
会
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
大
正
十
二

年
四
月
九
日
の
「
上
毛
新
聞
」
に
は
「（
群
馬
）
県
下
の
處
女
會
は

百
三
十
團
體
會
員
一
万
六
千
二
百
三
十
一
人
賛
助
員
千
五
人
あ
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
群
馬
県
下
の
処
女
会
の
団
体
数
、
会
員
数
に
つ

い
て
の
記
事
に
つ
い
て
は
正
確
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
が
、
多
く
の

地
域
に
設
立
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

処
女
会
中
央
部
に
、
歌
子
が
ど
の
程
度
関
わ
っ
た
か
は
不
明
で
あ

る
。「
上
毛
新
聞
」
大
正
十
一
年
五
月
二
十
七
日
の
「
上
毛
家
庭
欄
」

に
、
歌
子
は
「
小
学
校
卒
業
後
の
女
子
の
進
路
＝
家
庭
自
修
法
に
つ

い
て
＝
」
と
題
し
て
寄
稿
し
て
い
る
。
小
学
校
を
卒
業
後
、
家
庭
の

事
情
で
女
学
校
に
進
学
で
き
な
い
人
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。
小
学
校

を
卒
業
し
た
少
女
が
、
都
会
の
華
や
か
で
軽
薄
な
風
俗
は
女
子
の
虚

栄
心
を
そ
そ
る
機
会
が
多
く
危
険
で
あ
る
。
女
学
校
教
育
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
自
修
を
勧
め
た
い
。
女
学
校
程
度
の
講
義



― 87 ―

録
は
出
て
い
る
。
修
身
、
国
語
、
家
事
理
化
学
に
関
す
る
有
益
な
書

物
を
選
び
、
正
し
い
知
識
の
向
上
と
健
全
な
思
想
の
増
進
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
天
野
が
農
村
の
若
い
女
性
は
都

会
に
憧
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
に
止
ま
っ
て
処
女
会
の
事
業

で
あ
る
講
習
会
な
ど
に
参
加
し
て
、
知
識
や
実
際
的
な
技
術
を
見
に

つ
け
る
と
い
う
考
え
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。

愛
国
婦
人
会
は
明
治
三
十
四
年
（
一
八
九
一
）、
奥
村
五
百
子
の

主
張
す
る
軍
人
遺
族
救
護
を
目
的
に
す
る
会
で
あ
る
。
近
衛
篤
麿
、

小
笠
原
長
生
、
堀
内
文
治
郎
、
近
衛
貞
子
、
下
田
歌
子
、
山
脇
房
子
、

奥
村
五
百
子
が
集
ま
り
、
会
を
創
立
す
る
準
備
を
し
、
会
名
を
「
愛

國
婦
人
會
」
と
し
た
。
歌
子
が
起
草
し
た
趣
意
書
に
は
「
願
わ
く
ば

君
達
が
、
半
襟
一
掛
の
用
を
節
し
、
其
も
資
を
積
み
て
之
に
充
て
よ
」

と
い
う
五
百
子
の
言
が
書
き
入
れ
ら
れ
、
賛
成
、
助
力
を
求
め
た
。

一
條
悦
子
等
三
十
九
名
が
発
起
人
と
な
り
設
立
さ
れ
た
。
理
事
に
一

條
悦
子
、
近
衛
貞
子
、
島
津
田
鶴
子
、
大
山
捨
松
、
谷
玖
満
子
が
就

任
、
歌
子
は
岩
倉
久
子
等
と
と
も
に
評
議
員
に
就
任
し
た
。
さ
ら
に

毛
利
安
子
等
二
十
二
名
に
評
議
員
を
委
嘱
し
た
。
そ
の
中
に
蜂
須
賀

隨
子
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
四
年
四
月
か
ら
奥
村

五
百
子
は
地
方
遊
説
を
始
め
た
。
愛
国
婦
人
會
を
拡
張
す
る
た
め
に

役
員
を
中
心
に
地
方
遊
説
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、
京
都
、
大
阪
、
広

島
、佐
賀
な
ど
に
支
部
が
設
立
さ
れ
た
。
明
治
三
十
六
年
六
月
六
日
、

群
馬
県
で
は
県
会
議
事
堂
に
お
い
て
奥
村
五
百
子
の
演
説
会
が
開
か

れ
た
。
聴
衆
約
八
百
余
名
、
即
時
入
会
者
は
四
十
六
名
で
あ
っ
た
。

大
正
九
年
五
月
、
愛
国
婦
人
会
通
常
総
会
が
日
比
谷
公
園
で
開
催

さ
れ
、
歌
子
は
第
五
代
会
長
に
就
任
し
た
。
以
後
昭
和
二
年
ま
で
会

長
を
務
め
た
。
大
正
十
三
年
か
ら
十
五
年
に
評
議
員
と
し
て
松
田
笛

子
の
名
が
見
ら
れ
る注

。『
春
の
旅
』の
文
中
に
あ
る「
長
田
の
君
」は
、

笛
子
と
同
じ
大
正
十
五
年
の
評
議
員
の
一
人
、
長
田
仲
子
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。「
竹
内
の
君
」
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
昭
和
七
年
五

月
の
愛
国
婦
人
会
通
常
総
会
で
、
笛
子
は
評
議
員
に
就
任
、
蜂
須
賀

笛
子
の
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。

下
田
歌
子
の
演
説

歌
子
は
、
早
く
一
人
前
の
人
と
な
っ
て
天
皇
や
国
家
の
た
め
に
役

立
つ
よ
う
な
人
に
な
る
よ
う
に
と
説
き
聞
か
せ
る
よ
う
な
演
説
を

行
っ
た
と
あ
る
。
そ
の
「
御
言
葉
は
強
き
か
と
思
へ
は
や
さ
し
く
弱

き
か
と
思
へ
は
熱
し
て
」、
会
場
の
人
々
は
歌
子
を
見
守
り
、
一
言

も
聞
き
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
熱
心
に
聞
い
て
い
た
。
笛
子
自
身
も
引

き
込
ま
れ
て
、
話
の
内
容
に
同
感
し
、
こ
こ
に
集
ま
っ
て
き
た
人
だ

け
で
も
歌
子
の
教
え
を
実
行
し
た
ら
ど
ん
な
い
よ
い
か
と
思
い
、
涙

ぐ
ま
し
く
な
っ
た
と
書
い
て
い
る
。

歌
子
の
演
説
の
様
子
を
、
佐
瀨
徳
三
は
『
當
世
活
人
画
』
で
、「
演

説
は
上
手
に
あ
ら
ず
」、「
一
時
間
弱
の
演
説
、
抑
揚
な
く
し
か
も
言
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辭
無
味
淡
泊
な
り
、
さ
れ
ど
其
言
は
ん
と
す
る
腹
案
は
、
す
ら
す
ら

と
口
を
衝
い
て
出
て
、
毫
も
澁
滞
の
苦
な
く
、
傍
聽
者
を
し
て
快
感

を
起
さ
し
め
ざ
る
も
、
倦
怠
を
生
ぜ
し
む
る
程
で
も
な
し
、
此
時
間

中
一
度
も
コ
ッ
プ
に
手
を
觸
れ
ず
滔
々
辨
じ
終
は
り
し
所
、
講
義
的

に
せ
よ
な
れ
た
る
所
な
く
ば
出
来
ぬ
藝
な
り
、
言
語
總
て
平
易
に
し

て
、
聞
き
苦
し
き
漢
語
洋
語
を
交
へ
ず
『
文
明
と
か
申
し
ま
し
て
』、

『
日
本
女
子
、
最
少
し
擴
め
て
東
洋
女
子
の
改
良････

』、『
二
十
世

紀
の
女
子
』
な
ど
の
流
行
語
が
チ
ラ

く
耳
立
て
る
の
み
」
と
書
い

て
い
る
。『
當
世
活
人
画
』は
明
治
三
十
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
れ
以
後
講
演
を
重
ね
て
『
春
の
旅
』
の
よ
う
に
時
に
は
強
く
、
時

に
は
弱
く
語
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
歌
子
の
演
説
ぶ
り
は
、

そ
の
ほ
か
に
も
『
現
代
名
士
の
演
説
振
』（
小
野
田
亮
正
著　

博
文

館　

明
治
四
十
一
年
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

　

笛
子
の
著
作
『
松
浦
宮
物
語
』
を
読
む
と
、
彼
女
の
教
養
の
深
さ

を
思
わ
せ
ら
れ
る
。文
学
作
品
を
よ
く
読
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

『
万
葉
集
』
な
ど
の
和
歌
集
を
読
み
、
自
身
も
和
歌
を
詠
む
こ
と
が

作
品
の
理
解
を
深
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
『
春
の
旅
』
に
は
、

ど
こ
か
控
え
め
な
様
子
も
う
か
が
わ
れ
、笛
子
の
人
柄
を
思
わ
せ
る
。

生
来
病
弱
な
笛
子
に
と
っ
て
は
、
信
頼
す
る
歌
子
や
知
人
た
ち
と
の

旅
は
ど
ん
な
に
か
嬉
し
く
、
神
社
や
寺
、
歌
子
の
講
演
に
興
味
や
感

動
を
し
て
い
た
こ
と
が
十
分
に
理
解
さ
れ
る
。

笛
子
の
和
歌
の
い
く
つ
か
は
、
下
田
資
料
の
中
の
文
学
部
歌
会
に

記
録
さ
れ
て
い
る
。
歌
子
は
歌
会
に
提
出
さ
れ
た
和
歌
に
競
点
を
付

し
、
添
削
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
次
回
に
は
笛
子
の
和
歌
と
歌
子
の

指
導
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
を
書
く
に
あ
た
り
、
太
田
市
役
所
広
報
課
の
方
々
に
は
高
山

神
社
と
電
気
館
の
距
離
の
事
な
ど
に
つ
い
て
ご
教
示
を
い
た
だ
き
感

謝
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、「
實
踐
國
文
學
」
前
号
の
『
蜂
須
賀
正
韶
と
笛
子
（
一
）

―
下
田
歌
子
研
究
（
一
）』
に
掲
載
し
た
蜂
須
賀
家
三
姉
妹
の
写
真

の
説
明
に
誤
り
が
あ
る
と
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
正
し
く
は

写
真
に
向
か
っ
て
前
列
中
央
の
三
姉
妹
、
右
か
ら
年
子
、
中
央
笛
子
、

左
小
夜
子
で
す
。
ご
所
蔵
様
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
「
通

信
省
」
と
あ
る
の
は
「
逓
信
省
」
が
正
し
く
、
訂
正
し
ま
す
。

注	

『
愛
国
婦
人
會
史
四
十
年
史
』
三
六
七
頁
に
「
杉
田
笛
子
」
と
あ

る
が
、「
松
田
笛
子
」
の
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
笛
子
の
評
議
員
就

任
の
記
事
は
、『
愛
国
婦
人
會
史
四
十
年
史
』
で
は
大
正
十
三
年
、

十
五
年
の
通
常
総
会
の
記
録
と
し
て
出
て
い
る
。
大
正
十
四
年
は
、

雑
誌
『
愛
國
婦
人
』
五
一
八
号
（
大
正
十
四
年
六
月
）
の
「
總
裁

殿
下
の
御
招
宴
」（「
愛
國
婦
人
會
々
報
」
の
内
、
六
七
頁
）
に
出

席
者
の
名
の
中
に
笛
子
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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